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ロシアにおける日本研究の歴史と現在

エカテリーナ・レフチェンコ　

現在のロシアには日本ブームがあると言われる。例えば、国際交流基金の報
告によると、ロシアでは日本語能力試験（JLPT）の受験者数が 2000年代に入っ
て、二倍程度に増えたそうである。日本語教育に対する関心の高さを物語って
いる 1。ロシアを含む東ヨーロッパの日本研究の中心は日本語教育であることが
よく知られている。
本報告は、ロシアにおける日本研究の歴史を概観し、現状と問題に焦点を当
て、近年の主な日本研究の著書を分析することを目的とする。

一　18世紀から 20世紀前半にかけて

ロシアにおける東洋学の中で、日本学は遅い時期に始まった学問である。日
本研究と日本語教育は、日本人が 18世紀初頭にロシアに現れたのと同時期に
始まったと考えられる。18世紀初頭、ピョートル一世が、カムチャッカにやっ
て来た日本人水夫のデンベイ（伝兵衛）をシベリア経由でモスクワへ呼び寄せ
たことから始まった。デンべイは 1710年、ギリシャ正教の洗礼を受け、ガウリー
ルと改名した。最初の日本語学習者は、兵士出身のわずか三、四人で、教師は
数年間にわたりデンべイただ一人であった。デンべイの次にサンクトペテルブ
ルクへ送られた日本人はサニマという人物である。1729年の夏、17人の日本
人がカムチャッカに来て、その中のソーザとゴンザの二人がサンクトペテルブ
ルクに送られ、ロシア語を学び始めた。1736年、ソーザとゴンザは科学アカデ
ミーに付設された日本語学校の教師となり、日本語を教えることとなる。その
後 18世紀の半ばまで、日本人水夫による日本語教育が断続的に続いた。1907
年までは教員が不足していたため、日本関係の諸科目の開講は実現しなかった。

1	  Japan Foundation Annual Report, 2002. The Japan Foundation, 2002, p. 73.
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18世紀後半に日露外交関係が確立され、日本語教育が続けられている 2。1890
年代頃からロシアでの日本研究は活発になった。1890年、ドミトリー・スミル
ノーフが最初の日本語辞典を刊行した 3。20世紀初頭、サンクトペテルブルクの
日本研究者ドミトリー・ポズドネエフ （1865–1937）は、日本の地理学、歴史学、
文化や言語を研究し、多くの成果を上げている。
ロシア極東において日本研究と日本語教育が始まったのは、1899年に東洋学

院が設立された時である。極東地域は日本に最も近く、19世紀後半から開発が
始まり、日露の経済や文化の交流が進むと同時に日本専門家を必要とした 4。東
洋学院の特徴は、モスクワやサンクトペテルブルクとは違って、理論的な科目
を中心とせず、日本語の訓練を重んじることであった。学生たちは日本語を身
につけてから、日本に関する理論的な知識を教わり、日本研究の専門家として
育成されていく。20世紀前半の日本研究者の中には、東洋学院の卒業生が数
多くいる。中でも最も重要な研究者は E.G. スパルヴィン（1872–1933）で、サ
ンクトペテルブルク大学を卒業後、一年半ほど日本研修に派遣された。その後、
東洋学院で日本学を 25年間担当し、独特の教材を数多く開発した。彼の書い
た日本語教科書は内容と構成が体系的で、モスクワやサンクトペテルブルクな
どの大学でも使われていた。
日露戦争（1904–1905）は、日本の歴史や政治や外交に関する研究に刺激を
与えた。その後、20世紀の日本研究の巨人となる三人が、サンクトペテルブル
ク大学を卒業している。E.D. ポリワーノフ（1891–1938）は言語学者で、比較
言語学的視点から日本語を研究した。N.I. コンラッド（1891–1970）は東洋学
者で、日本と中国の言語・歴史・文学を研究した。この二人は日本語を多くの

2 В.М. Алпатов. “Изучение японского языка в России и СССР” [ответственный 
редактор И.Ф. Вардуль; рецензенты В. И. Подлесская, Е.В. Стругова], Москва: “Наука,” 
Глав. ред. восточной лит-ры, 1988, стр. 12–14.

3 この辞典について吉町義雄氏は詳細に分析している。吉町義雄「露都創刊日本語典―百年前の
国語」日本語学会編『近代語研究』第 5集、武蔵野書院、1977年。

4 極東ロシアにおける日本研究に関する調査は、A. ディボフスキー「極東ロシアにおける日本研究
と日本語教育の行方―東洋学院（1899–1920）の日本学を中心に」『言語文化研究』No. 35（2009
年）、大阪大学大学院言語文化研究科、95–117頁；A. ディボフスキー「旧ソ連諸国における
言語状況の若干の傾向について―言語のステータスの問題をめぐって」『言語文化研究』No. 29
（2003年）、289–308頁。
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角度から取り上げた。もう一人は N.A. ネフスキ（1892–1937）で、アイヌ語、
宮古島語、民俗を研究するうえで斬新なアプローチをとったことで知られてい
る。今、日本では、N.A. ネフスキイに関する伝記的研究が行われている。
ロシア革命後の政治状況は非常に難しくなり、外国語の知識がある、あるい
は、外国留学の経験がある多数の専門家がスパイとして告発され、厳しい弾圧
により落命した。その中には有名な日本研究者もいて、日本研究分野は大きな
損失を被った。
その他に、20世紀前半の日本研究者の中には才能に恵まれた人々が大勢いて、
ロシアの日本研究に新しいアプローチをもたらした。すなわち、日本文化を研
究し、日本でのフィールドワークを実行し、日本人の研究書を積極的に紹介し
た。A.A. ホロドーヴィチ、 Y.M. コルパクチ、N.I. フェルドマン、A.E. グルス
キナ、I.A. ボロニナ、N.A. シロミャトニコフ、A. パシュコフスキーらの努力
により、現在のロシアにおける日本研究の基盤が作られたのである。

1940年代、日本に関する研究の中心はモスクワであった。1941年に科学ア
カデミー東洋学研究所が創設され、その後、東洋言語研究所（現在のモスクワ
国立大学付属アジア・アフリカ諸国大学）が設立された。それらは、日本研究
の専門家の教育に重要な役割を果たし、さらにはロシアにおける日本研究に重
要な位置を占めた。太平洋戦争（1941–45）後の 1950年代は、特に歴史的な問
題について認識を深めた時代であった。その理由の一つは、資料の収集が拡大
したことである。つまり、終戦の結果として、戦前に関する多くの文書や日本
の戦争史等に関する資料へのアクセスが容易になった。日露関係（1905–1945）、
中国大陸における日本の戦争（1937–45）、そして太平洋戦争に関するいくつか
の論文が出版され、1945–55年の 10年間にわたって、戦後日本の情勢に関す
る研究が数多く行われた。第二次世界大戦後、ロシアでの日本研究は再び力を
取り戻し、分野も語学・文学・歴史から地理・民族・宗教にまで広がった。

1955–65年、ロシアにおける日本研究の焦点は、日本の外交政策問題、主
に日米関係に関するものであった。それらの問題提起と研究は、世界の軍事政
治の対立によって影響を受けたに違いない。この状況は 1980年代中頃まで変
わらなかった。1965–80年は、日本の急速な経済発展に世界中の関心が集まっ
た時期で、ロシア人科学者らの多くも、日本の経済・社会問題について研究を
行っていた。当時は特に、日本の外交政策の分野において中日関係の問題点の
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分析研究が目立って行われた。今日、ロシアの多くの科学者が認めているよう
に、いわゆる日本の軍事問題に注意が払われた時代であった。その状況を基に、
1980年代に入ると、ロシアでは様々な学校や研究所で日本研究の基盤ができあ
がる。歴史と経済に加えて、日本の文学と語学においても進展が見られた。日
本古典文学の翻訳書、辞書、そして日本語習得のためのテキストが発行された。
一方、それに引き替え、多くの問題点も持ち上がった。1980年代中頃には、日
本研究は科学と社会の分野において転機を迎え、社会科学は、独特のイデオロ
ギー状況下で後退した。

1970–90年の 20年間にわたる学位取得希望者の博士論文を見ると、ロシア
における日本関連の研究は、まず政治、それから歴史と経済の分野で行われた
ことがわかる。人文学系の言語学・文学・芸術といったテーマは滅多に見られ
なかった。この状況は、日本研究の分野に限らず、当時のソビエトにおける学
問全体の特徴であったと言える。

1990年代に入ってソ連崩壊の後は、全ロシアにおいて日本語学習や日本研究
にたずさわる人数は一層増えていったと見られる。

二　ロシアの日本研究の現在

1990年代に入り、日本学は相当の成果を上げ、大きな計画を打ち立ててきて
いる。当時、ロシア全土において日本ブームが興った。しかし、経済危機のため、
学問の状況はかなり悪化してしまった。市場経済への移行により、学術研究に
割り当てられる資金が政府によって削減された結果、研究者の賃金が急激に低
下し、激しい頭脳流出が発生した。
多くの日本研究者は海外、特に日本で就職をし、日本研究よりもロシア語ま
たはロシア文学の教育に集中して活動するようになった。そのうえ、現在、日
本研究をめざす若者の数が少ないため、日本研究の専門家の多くが中高年とな
り、ロシア全体の研究者の高齢化と一致している。
サンクトペテルブルクの大学の日本研究は歴史的に有名であるが、現在、積
極的な研究活動は見当たらない。モスクワにある日本研究の主な機関は、東洋
学研究所、世界経済国際関係研究所、極東研究所の三つであり、ソ連時代と比
べると、2000年代には研究者数が 30–50％減少している。それとは裏腹に、日
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本に高い関心を持つ人は多くおり、日本語を教える教育機関数も増えてきてい
る。また、モスクワ国立言語大学に日本語学科（1990年）、ロシア科学アカデミー
東洋学研究所に日本研究センター（1992年）、ロシア国立人文大学の言語学部
に東洋歴史言語学科（2004年）が新しく設置されている。
上記のとおり財政的困難があったにもかかわらず、1990年代のロシアの日本
学においては学術論文の査読合格数と刊行数は非常に多かった 5。研究テーマは
多岐にわたり、多くの分野に及んでいる。特に日本古代史の研究は著しい進歩
を示し、西洋古代史の研究と比較すると、その成果は顕著である。
日本古典文学の解釈について言うと、翻訳がたくさん出始めたのは 1960年

代頃ということであった。1954年に日本古典詩歌のアンソロジーが、二人の翻
訳者の尽力により出版された。一人は A. E. グルスキナ氏、もう一人はマルコ
ワ氏であった。そして、60年代に入ると、少しずつ日本古典文学に関する本が
現れてくる。例えば、『出雲風土記』であり、70年代になると『万葉集』『枕草子』、
芭蕉の句のロシア語訳も出版された。マルコワ氏が翻訳した芭蕉の句は、すぐ
に大変な人気を集め、当時の知識人は夢中で読んだり暗記したりして、自分の
作品に引用する作家も少なかった。その翻訳は、後のロシア語による俳句運動
に影響を与えたといわれている。現在、ロシアでは俳句ブームと言ってもいい
ほど、俳句を作る人たちが多い。

1990年代に出版された日本最古の史書の注釈・翻訳と翻訳者は次のとおり
である。『古事記』 （E. ピヌス、 L. エルマコーワ、A. メシェリャコフ）、『日本書
紀』（L. エルマコーワ、A. メシェリャコフ）、『祝詞と宣命』（L. エルマコーワ）6。
1990年代にはまた、日本文学関係の書籍もたくさん刊行されている。例えば、
ソコローヴァ・デリューシナが翻訳した『源氏物語』全 4巻は 1991–92年に出
版されている。また、最近、モスクワとサンクトぺテルブルクにいくつかの出
版社が設立され、日本の古典文学の翻訳を出版している。上記の主要な三つの
日本研究機関も、ここ 10 年間、日本の経済・政治・社会などに関するモノグ
ラフと論文を出版している。

5 P. Werner and F. Robaschik. “East Asian Studies in Russia.” ASIEN, no. 88 (July 2003), pp. 
51–62.

6 アレクサンドル A. ドーリン『第 29回日文研フォーラム ソビエットの日本文学翻訳事情―古典か
ら近代まで―』国際日本文化研究センター、1993年。
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一方、ロシアでは過去 15年間にわたり、日本語史や日本古代学、また古典文
学の研究論文数がほとんどゼロに達している。現在の学生たちや若手研究者らが
それらの分野を専門に選ばない要因としては、以下の点が挙げられるだろう。
• 日本語の習得が必須であり、高い言語能力を必要とする。
• 研究結果を自国では発表できても、日本で認められるレベルに達するのは難
しい。

• 研究意義が立証しがたい。
しかし、海外における日本学もまた重要な研究分野の一つである。日本につ
いての理解を深めるために研究者の自国にとって大事であると同時に、日本人
とは違った観点からの解釈を知るうえで日本人研究者にとっても大事であると
言えるだろう。

2002年 2月にモスクワで開催された恒例の「日本文化と日本史」の第 4回
会議では、古代と中世の日本に課題が集中して活発な議論が行われた。しかし、
日本史の他の時代、特に平安時代から江戸時代までの長い期間についてはあま
り研究されていない。
最後に、日本政府が日本研究に貢献した数名のロシアの学者に勲章を授与し
ていることに触れておこう。1970年にコンラッドが旭日章を、1989年にイオッ
フェが瑞宝章を、1990年にグルスキナが瑞宝章を、1997年にゴレグリャドが
旭日章を、そして 2008年にはソコローヴァ・デリューシナが旭日章を、それ
ぞれ受賞した 7。

結び

ロシアにおける東洋学の中で、日本研究は比較的遅い時期に始まった学問だ
が、研究者と教員の努力によって、実践的な日本語教育と学術の理論的訓練を
結びつけることに成功している。　　
今、ロシアにはいくつかの日本研究科と日本研究センターがある。まず、ロ
シア中心地の代表的機関である、モスクワ国立大学アジア・アフリカ学院、ロ

7 Djyakonova, Mescheryakov and Streltsov. “Japanese Studies in Russia.” Bulletin of the 
European Association for Japanese Studies 60 (June 2002), pp. 49–59.
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シア国立人文大学、モスクワ国立国際関係大学、ロシア科学アカデミー東洋学
研究所、ロシア科学アカデミー極東研究所、サンクトペテルブルク国立大学、
ロシア科学アカデミー東洋古文書研究所には、それぞれ日本研究科または日本
研究センターがある。
それから、ウラル地方のウラル国立大学、西シベリア地方のノヴォシビルス
ク国立大学、東シベリアのイルクーツク国立言語大学、極東地方の極東連邦大
学もそれぞれ日本研究センターまたは日本研究科を持っている。各センターで
は、日本語教育を行い、学部生と大学院生の数を増やしているそうである。　
極東国立人文大学が行った学生対象のアンケート調査によると、学生たちの
日本語学習の動機は大きく三つに分かれる。「就職に役立つ」「違う文化に興味
がある」「違う言語に興味がある」、である。また、調査の際、「日本語は世界
で一番難しい言語なので、それを克服したい」という声をよく聞いたが、困難
さに打ち勝つことが日本語学習における一つの目標になっているようだ。


